
剖
学
ノ
茉
』
（
大
二
）
、
川
村
多
實
二
著

中
村
不
折
著
『
芸
術
解
剖
学
』
（
大
四
）

『
芸
用
解
剖
学
』
（
大
二
）
、

（
金
沢
医
科
大
学
）

日
本
の
夏
は
高
温
、
高
湿
で
熱
帯
の
よ
う
な
気
候
で
あ
る
。
そ
こ

で
昔
か
ら
炎
天
下
の
農
業
労
働
と
か
炉
前
の
作
業
と
か
ば
耐
え
難
い

暑
さ
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
暑
熱
に
よ
る
健
康
影
響
を
徳
川
時
代
に
は

暑
気
あ
た
り
と
か
、
中
署
と
か
よ
ん
だ
。
中
暑
と
は
「
暑
さ
に
中
り

昏
倒
す
る
な
り
」
と
書
か
れ
て
い
る
。も

と
の
り

一
七
八
九
（
寛
政
元
）
年
刊
の
多
紀
元
徳
著
の
『
廣
恵
済
急
方
』
上

巻
の
療
法
を
一
例
と
し
て
染
る
と
、
急
い
で
日
陰
に
ね
せ
て
、
道
傍

の
熱
土
塊
を
掘
り
く
だ
い
て
病
人
が
の
む
か
、
又
は
膳
の
上
に
積
承

お
き
、
そ
の
最
中
に
窩
を
つ
く
っ
て
、
そ
の
な
か
に
他
人
に
多
く
小

便
を
さ
せ
て
熱
気
を
透
さ
せ
る
な
ど
と
書
い
て
あ
る
。
但
し
実
際
に

こ
ん
な
療
法
が
用
い
ら
れ
た
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。
服
薬
と
し
て

は
大
蒜
、
生
姜
が
あ
げ
て
あ
る
。

18

熱
中
症
予
防
薬
と
食
塩

三
浦
豊
彦
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同
じ
『
廣
恵
済
急
方
』
上
巻
「
入
浴
量
倒
（
湯
気
に
あ
た
る
な
り
）
」

と
い
う
項
目
が
あ
り
、
そ
の
療
法
と
し
て
「
先
冷
水
を
面
に
噴
く
べ

し
、
或
は
惣
身
に
水
を
澆
か
く
る
も
よ
し
、
そ
の
上
に
塩
水
を
飲
し

む
く
し
又
酢
を
一
杯
程
の
ま
し
め
て
よ
し
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
塩
水

の
飲
用
が
で
で
く
る
の
は
興
味
が
あ
る
。

徳
川
時
代
か
ら
、
明
治
、
大
正
に
か
け
て
一
般
の
暑
気
あ
た
り
の

じ
よ
う
さ
い

治
療
、
あ
る
い
は
予
防
の
た
め
に
枇
杷
葉
湯
、
定
斉
（
延
命
散
）
、
香

需
散
が
服
用
さ
れ
た
。

枇
杷
葉
湯
は
枇
杷
葉
を
煎
じ
て
、
こ
れ
に
健
胃
薬
類
を
加
え
た
も

の
だ
っ
た
ら
し
い
。
関
西
で
は
盛
夏
の
候
、
薬
屋
の
店
先
で
乾
燥
し

た
枇
杷
の
葉
を
茶
釜
で
ぐ
ら
ぐ
ら
煮
て
通
行
人
に
自
由
に
飲
ま
せ
る

ほ
ど
一
般
化
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

ピ
ヤ
ク
・
シ
シ

リ
ョ
ウ
キ
ョ
ウ

定
斉
（
延
命
散
）
は
白
尤
、
苛
薬
、
良
姜
な
ど
を
主
薬
と
し
た
も
の

で
、
薬
箱
二
個
を
天
秤
棒
に
か
つ
い
で
、
夏
の
炎
天
下
に
笠
を
か
ぶ

ら
ず
、
箱
の
鎧
を
な
ら
し
て
行
商
し
た
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

香
需
散
は
シ
ソ
科
の
香
需
を
主
薬
と
し
た
も
の
で
、
江
戸
城
修
復

で
働
い
た
労
働
者
に
夏
に
飲
ま
せ
た
と
い
う
。

一
六
五
七
（
明
暦
三
）
年
に
江
戸
城
本
丸
が
焼
失
し
た
。
こ
の
修
復

を
加
賀
の
前
田
藩
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
当
時
、
加
賀
藩
の
大
工
の
労
働

時
間
は
、
午
前
六
時
集
合
、
日
没
ま
で
働
い
た
の
で
、
夏
は
十
三
時

間
、
春
秋
は
十
二
時
間
、
冬
十
一
時
間
労
働
だ
っ
た
。
こ
の
本
丸
の

修
復
は
一
六
五
八
（
明
暦
四
）
年
三
月
に
着
工
、
翌
年
八
月
に
完
成
し

た
。

こ
の
人
足
の
暑
気
対
策
に
江
戸
中
の
医
師
に
数
千
袋
の
香
需
散
を

調
製
さ
せ
、
夏
の
間
は
こ
れ
を
水
と
一
緒
に
の
ま
せ
た
の
で
、
数
万

人
の
人
足
で
暑
気
に
あ
た
る
も
の
な
く
、
前
田
藩
の
配
慮
に
感
服
し

た
と
い
う
。

明
治
に
な
る
と
、
鉱
山
炭
鉱
の
近
代
化
、
工
場
の
新
設
な
ど
、
高

温
職
場
で
働
く
人
数
も
多
く
な
り
、
熱
中
症
な
ど
が
多
発
し
た
。

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
に
南
俊
治
監
督
官
は
坑
内
の
高
温
で
知

ら
れ
‐
た
常
磐
炭
鉱
の
温
湿
度
を
測
定
し
、
こ
の
炭
鉱
で
は
毎
月
二
、

三
名
の
熱
中
症
（
あ
か
ま
り
）
が
発
生
、
経
験
的
に
そ
の
予
防
に
は
入

坑
の
時
必
ず
味
噌
か
胡
麻
塩
を
持
ち
こ
ん
で
、
水
を
飲
む
時
に
一
緒

に
こ
れ
を
な
め
る
と
記
載
し
て
い
る
。

汗
に
は
○
・
三
’
○
・
四
％
の
食
塩
を
含
む
。
一
○
キ
ロ
の
発
汗

が
あ
れ
ば
、
汗
だ
け
か
ら
三
○
’
四
○
グ
ラ
ム
の
食
塩
を
失
い
、
こ

れ
の
補
給
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

旧
陸
海
軍
で
は
明
治
以
来
、
熱
中
症
（
日
射
病
）
を
発
生
さ
せ
て
い
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戦
後
、
業
務
上
疾
病
と
し
て
の
熱
中
症
件
数
は
一
九
六
三
年
に
は

三
五
○
件
近
く
あ
っ
た
し
、
一
九
六
四
年
に
常
磐
炭
鉱
で
一
時
に
三

人
の
熱
中
症
死
も
発
生
し
た
。

一
九
七
○
年
代
に
な
る
と
、
次
第
に
熱
中
症
の
発
生
は
減
少
し
て

き
た
。し

か
し
、
こ
の
減
少
に
は
、
炭
鉱
、
鉱
山
の
廃
山
に
よ
っ
て
高
温

の
坑
内
で
働
く
労
働
者
の
減
少
が
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
製
鉄
所

な
ど
で
は
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
の
進
行
が
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

現
在
で
は
職
場
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
途
中
と
か
、
高
齢
者
へ
の
高

温
影
響
が
問
題
で
あ
る
。

（
労
働
科
学
研
究
所
）

た
が
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
七
月
二
日
の
午
後
、
富
士
裾
野
で
耐

熱
、
渇
水
演
習
を
し
て
い
た
歩
兵
第
一
聯
隊
（
連
隊
長
本
間
雅
晴
）
の

第
二
中
隊
は
八
六
人
中
、
突
撃
し
て
残
っ
た
の
は
中
隊
長
以
下
一
三

人
だ
け
で
、
聯
隊
で
死
者
八
人
、
重
症
一
八
人
、
軽
症
者
六
○
○
人

の
熱
中
症
が
発
生
し
た
。
自
衛
隊
で
も
熱
中
症
死
が
出
て
い
る
。

高
温
職
場
で
食
塩
補
給
が
常
識
に
な
っ
た
の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ

プ

o
O

歯
牙
の
欠
損
に
対
し
て
補
綴
を
行
う
と
い
う
発
想
は
、
洋
の
東
西

を
問
わ
ず
同
じ
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

わ
が
国
で
は
、
仏
師
・
面
打
ち
な
ど
木
彫
技
術
に
携
わ
っ
て
い
る

人
が
、
身
内
や
知
人
・
縁
者
の
極
く
限
ら
れ
た
人
達
に
、
好
意
的
に

義
歯
を
調
製
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

初
め
は
歯
に
似
通
っ
た
色
で
細
工
の
し
や
す
い
、
葉
ろ
う
石

令
胃
ｇ
ご
胃
の
）
や
滑
石
（
目
農
肉
）
な
ど
を
彫
刻
し
て
、
隣
在
健
全

歯
に
む
す
び
、
繋
ぎ
と
め
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
Ｉ
石
製
義

歯
。

次
い
で
義
歯
に
小
孔
を
あ
け
て
、
こ
れ
に
糸
・
は
り
が
ね
を
通
し

て
隣
在
健
全
歯
に
繋
ぎ
と
め
て
維
持
を
は
か
る
方
法
を
と
っ
た
の
で

あ
る
。 ⑲

わ
が
国
に
お
け
る
義
歯
の
発
達
概
要

本
山
佐
太
郎
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